
【資料６－２】大規模事業評価調書（勝山通線（四天王寺）整備事業）

備考

頁 内容 頁 内容

P.11 P.11
通知に伴い、適用したマニュアルの名称

（適用年月）を修正。

P.11 P.11
マニュアルの訂正に伴う、費用便益比

（B/C）の修正。

費用便益分析の修正について

（費用便益分析マニュアル改訂に伴う、令和７年度第１回（早期実施分）大阪市建設事業評価有識者会議資料の修正箇所対比表）

P.12 P.12

マニュアルの訂正に伴う、費用便益比

（B/C）に関係する各値の修正。

　※ 前回（R7.5）の便益は、小さい（厳し

い）数値として提示

修正前（R7.5） 修正後（R7.12）

資料３



費用便益分析の修正について

（費用便益分析マニュアル改訂に伴う、令和７年度第１回（早期実施分）大阪市建設事業評価有識者会議資料の修正箇所対比表）

資料３

【資料７】事業再評価調書（JR片町線・東西線連続立体交差事業）

備考

頁 内容 頁 内容

P.25 P.25
通知に伴い、適用したマニュアルの名称

（適用年月）を修正。（※）

P.28 P.28
マニュアルの訂正に伴う、費用便益比

（B/C）に関係する各値を修正。

※ JR片町線・東西線連続立体交差事業についてはマニュアルの訂正により費用便益比（B/C）の変更は生じていない。

修正前（R7.5） 修正後（R7.12）

P.26 P.26
マニュアルの訂正に伴う、費用便益比

（B/C）に関係する各値を修正。



費用便益分析の修正について

（費用便益分析マニュアル改訂に伴う、令和７年度第１回（早期実施分）大阪市建設事業評価有識者会議資料の修正箇所対比表）

資料３

（参考）費用便益分析マニュアルの改訂内容

「費用便益分析マニュアル（国土交通省　道路局　都市局）」及び「費用便益分析マニュアル＜連続立体交差事業編＞（国土交通省　道路局　都市局）」において、主に次のとおり原単位が変更。

変更された原単位は、ほぼすべての項目で減少しており、 算出される便益が減少する改定内容となっている。

令和７年２月 令和７年８月

※ 「小型貨物車」のみ微増

　 その他の全項目で微減

（減）

（減）

（増）

（減）

（減）


